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今月の概要
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（参考：“A New Form of Mad Cow?”
Science, Vol.303, pp1285, 2004）
（味の素㈱　都河 龍一郎氏およ






































































































































































































































































































































































































































































































































































































微生物 大きさ 寄生体として増殖 ゲノム 単独増殖
プリオン － 増殖する なし 増殖しない
ウイルス 0.02～ 0.3μm 増殖する あり 増殖しない
細菌 0.1～ 5μm 増殖する あり 増殖する
真菌 ～ 50μm 増殖する あり 増殖する
























































































































































































































































































































































































































































米国 疾病管理・予防センター（CDC） 約 3,400 名＊
日本 国立感染症研究所 約 400名
＊  1997 年の文献から当時の全職員数の約 40％を感染症研究関連が占めたとし、こ
の比率がほぼ変わらないと仮定して算出した参考値
研究開発費
米国 疾病管理・予防センター（CDC） 約 570億円＊＊
日本 国立感染症研究所 約33億円＊＊＊
＊＊ 感染症以外の慢性疾患等も含む







































































































01）  「NIH2005 年度予算が大統領予算
教書で示された」科学技術動向
　No.36、2004年３月
02）  AAAS，“NIH‘Soft Landing’




















































































































































































































































2000 Andrew Chi-Chih Yao
計算理論分野で特に擬似乱数の生成理論に基づく計
算の複雑さ、暗号、通信複雑度に関する研究


























































Interest Group on Algorithms 
and Computing Theory of ACM）
と欧州の学会である EATCS































































































































































































































回 年 氏名 分野 対象業績
19 2003 ブノワ・Ｂ・マンデルブロー 複雑さの科学技術 複雑系における普遍的概念の創出―カオスとフラクタル
18 2002 ティモシイ・J・バーナーズリー 計算科学・技術分野
ワールドワイドウェブの発明・実現・発展とそれによ
る文化への貢献











1 1985 ジョン・R・ピアース 〈情報通信〉分野 電子通信工学に対しての貢献
18
科学技術動向　2004 年４月号 計算機科学の研究動向と日本の課題　̶国際級学術賞から̶












































































































































































































12）  ACM Turing Award Lectures：
  The First Twenty Years：1966 
to 1985, Ashenhurst, R.（Edt），
ACM Press , 1987/07
4．むすび
21Science & Technology Trends   April 2004
昨年度の特集一覧

















に向けた戦略（NIH ロードマップ）（2004 年 1月
No.34）
蜷情報通信分野




























































連絡先：〒 100－ 0005 東京都千代田区丸の内 2－5－ 1
電話 03－ 3581－ 0605　FAX 03－ 3503－ 3996
URL http://www.nistep.go.jp
Email stfc@nistep.go.jp





National Institute of Science and
Technology Policy (NISTEP)
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